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(57)【要約】
　筐体と、筐体に対して移動可能な針(110)を備えた出
口部分と、薬剤を包含する筐体内の容器(104)と、出口
部分を筐体に対して移動させることによって出口部分を
展開し、容器内に包含されている薬剤を出口部分を介し
て射出するように構成される作動可能な展開機構と、を
含む自動注入器である。この自動注入器は、ある容積の
流体を保管するように構成され、出口部分からある容積
の流体を排出し、続いて、出口部分を介して容器の中へ
薬剤を吸入するように構成される充填機構を含む。アダ
プタ(112)が、針を覆うように自動注入器に嵌り、バイ
アルを穿刺するように構成された穿刺部材を含み、この
穿刺部材が針に対する流体連通をもたらす。自動注入器
及びアダプタは、液体と合わさって薬剤を形成する物質
を含むバイアル、バイアルと自動注入器とアダプタを収
容するように構成されるケーシングと共に自動注入器パ
ックの一部、として提供されるものである。
【選択図】　図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、
　前記筐体に対して移動可能な出口部分と、
　薬剤を包含する、前記筐体内の容器と、
　前記出口部分を前記筐体に対して移動させることによって前記出口部分を展開し、前記
容器内に包含されている薬剤を前記出口部分を介して射出するように構成される作動可能
な展開機構と、を含む自動注入器において、
　前記出口部分を介して前記容器の中へ薬剤を吸入するように構成される充填機構を含む
、自動注入器。
【請求項２】
　前記出口部分が通路を含む、請求項1に記載の自動注入器。
【請求項３】
　前記出口部分が、針が前記通路と流体連通するように該針を保持するように構成される
、請求項2に記載の自動注入器。
【請求項４】
　前記出口部分が、前記通路と流体連通した前記針を含む、請求項3に記載の自動注入器
。
【請求項５】
　前記容器が、前記通路と流体連通している、請求項2から4のいずれか一項に記載の自動
注入器。
【請求項６】
　前記容器が、
　容器出口から延在する細長い穴を画定する壁と、
　前記壁との間を封止し、前記穴に沿って滑動可能なピストンと、を含む、請求項1から5
のいずれか一項に記載の自動注入器。
【請求項７】
　前記展開機構が、前記穴に沿って前記容器出口に向かって前記ピストンを滑動させるこ
とよって、前記容器内に包含された薬剤を射出するように構成される、請求項6に記載の
自動注入器。
【請求項８】
　前記充填機構が、前記穴に沿って前記容器出口から離れるように前記ピストンを滑動さ
せることよって、前記容器内へ薬剤を吸入するように構成される、請求項6又は7に記載の
自動注入器。
【請求項９】
　前記出口部分を介して前記容器へ薬剤を吸入するように、第1位置から第2位置へ使用者
によって移動させることのできる充填部材を、前記充填機構が含む、請求項1から8のいず
れか一項に記載の自動注入器。
【請求項１０】
　前記充填部材が、前記筐体の周囲のスリーブとして構成され、前記第1位置から前記第2
位置へ前記筐体に沿って滑動するように構成される、請求項9に記載の自動注入器。
【請求項１１】
　前記展開機構が、該展開機構を作動させるように構成された使用者作動式の展開作動装
置を含む、請求項1から10のいずれか一項に記載の自動注入器。
【請求項１２】
　前記充填機構が前記容器の中へ薬剤を吸入するまで、前記使用者作動式の展開作動装置
の操作を防止する、ロックアウト構成要素を、前記充填機構が含む、請求項11に記載の自
動注入器。
【請求項１３】
　前記充填部材が、前記第1位置において前記使用者作動式の作動装置の部材を覆い、前
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記第2位置において前記使用者作動式の展開作動装置を露出させるように構成される、請
求項12に記載の自動注入器。
【請求項１４】
　前記自動注入器が、ある容積の流体を保管するように構成され、前記充填機構が、前記
出口部分を介して前記容器の中へ薬剤を吸入する前に、前記ある容積の流体を前記出口部
分から排出するように構成される、請求項1から13のいずれか一項に記載の自動注入器。
【請求項１５】
　前記容器が、前記ある容積の流体を保管するように構成される、請求項14に記載の自動
注入器。
【請求項１６】
　前記容器内に保管された水をさらに含む、請求項15に記載の自動注入器。
【請求項１７】
　前記充填機構が、前記ピストンを前記穴に沿って前記容器出口に向かって滑動させるこ
とによって、前記ある容積の流体を排出するように構成される、請求項6に従属する場合
の、請求項14、15、又は16のいずれか一項に記載の自動注入器。
【請求項１８】
　前記ある容積の流体を排出するために前記充填機構に動力を供給するように構成された
内部動力源をさらに含む、請求項14から17のいずれか一項に記載の自動注入器。
【請求項１９】
　前記動力源が、前記展開機構に動力を供給するようにさらに構成される、請求項18に記
載の自動注入器。
【請求項２０】
　前記動力源がばねである、請求項18又は19に記載の自動注入器。
【請求項２１】
　前記充填機構が、前記ある容積の流体を排出するために前記充填機構を作動させるよう
に構成された、使用者作動式の充填作動装置を含む、請求項14から20のいずれか一項に記
載の自動注入器。
【請求項２２】
　針が針先へと延在する注入端部を有する細長い本体を具備する容器を備えた自動注入器
と共に使用するアダプタにおいて、
　前記針先が筐体に接触することなく、前記容器の前記針が中に延在できる空洞部を前記
容器と共に画定するように、前記容器に取り付けられ、前記容器との間を封止するように
配置された筐体と、
　バイアルの内部を封止している前記バイアルの隔壁を穿刺するように構成され、前記バ
イアルの内部と前記空洞部との間に流体連通をもたらすように構成された少なくとも一つ
の開口を有する、前記筐体から延在する穿刺部材と、を含むアダプタ。
【請求項２３】
　前記筐体が、前記アダプタを前記自動注入器に固定するように、前記自動注入器の筐体
への取付けのための取付け用部分を含む、請求項22に記載のアダプタ。
【請求項２４】
　前記取付け用部分が、前記自動注入器の前記筐体への取付けのためのつばを含み、前記
アダプタの前記筐体が、前記自動注入器の前記容器に取り付けられ、前記自動注入器の前
記容器との間を封止するように、前記つばの内側に延在する、請求項23に記載のアダプタ
。
【請求項２５】
　前記取付け用部分が、差込み式取付け部品及びねじ付き取付け部品のうちの一つを含む
、請求項23又は24に記載のアダプタ。
【請求項２６】
　薬剤を注入するために用いる針を有する自動注入器と、
　前記針を覆うために前記自動注入器に嵌るように構成されたアダプタであって、バイア
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ルを穿刺するように構成された穿刺部材を含み、前記穿刺部材が前記針への流体連通をも
たらすアダプタと、を含む自動注入器セット。
【請求項２７】
　前記アダプタが、請求項22から25のいずれか一項によるアダプタである、請求項26に記
載の自動注入器セット。
【請求項２８】
　前記自動注入器の前記筐体が、前記アダプタを取り付けるための受け部分を含む、請求
項27に記載の自動注入器セット。
【請求項２９】
　前記受け部分が、差込み式取付け部品及びねじ付き取付け部品のうちの一つを含む、請
求項28に記載の自動注入器セット。
【請求項３０】
　前記自動注入器が、請求項1から21のいずれか一項による自動注入器である、請求項26
から29のいずれか一項に記載の自動注入器セット。
【請求項３１】
　請求項26から30のいずれか一項に記載の自動注入器セットと、
　前記液体と合わさって薬剤を形成する物質を含むバイアルと、
　前記バイアル、前記自動注入器セットの前記自動注入器及びアダプタを収容するように
構成されたケーシングと、を含む自動注入器パック。
【請求項３２】
　前記ケーシングが、前記バイアル及びアダプタを包含する、予め封止され、滅菌された
部分を含む、請求項31に記載の自動注入器パック。
【請求項３３】
　前記ケーシングが、前記自動注入器、前記バイアル、及び前記アダプタのそれぞれを別
々に保持する形態を有する下側部分を含み、前記下側部分が、前記自動注入器の針を受け
るように前記アダプタを外向きに保持し、穿刺部材を受けるように前記バイアルを外向き
に保持する形態を有する、請求項31又は32に記載の自動注入器パック。
【請求項３４】
　前記下側部分が、前記バイアル及び前記アダプタを組み立てられたユニットとして、前
記組み立てられたユニットが前記自動注入器から分離された後に、共に保持する形態を有
する、請求項31、32又は33に記載の自動注入器パック。
【請求項３５】
　前記下側部分が、トレーの形を有し、前記自動注入器が、前記針から作動装置の端部ま
で軸に沿って延在し、前記下側部分が、前記自動注入器の前記軸が前記トレーの中にある
状態で、前記自動注入器を保持する形態を有する、請求項31から34のいずれか一項に記載
の自動注入器パック。
【請求項３６】
　前記ケーシングが開く際に、前記自動注入器の前記作動端部を前記下側部分から持ち上
げて出すように構成される押し出し機構を該ケーシングが含む、請求項35に記載の自動注
入器パック。
【請求項３７】
　前記下側部分が、前記自動注入器が前記トレーに対して実質的に直角に向けられた状態
で、前記自動注入器の前記作動端部を保持する形態にされる、請求項35又は36に記載の自
動注入器パック。
【請求項３８】
　前記ケーシングが、前記下側部分に対して開くことのできるカバーを形成する上側部分
を含む、請求項31から37のいずれか一項に記載の自動注入器パック。
【請求項３９】
　請求項31から38のいずれか一項による自動注入器パックの自動注入器を用意する方法に
おいて、



(5) JP 2010-527248 A 2010.8.12

10

20

30

40

50

　ケーシングから前記自動注入器を外すステップと、
　アダプタがケーシングの中にある間に、前記自動注入器を前記アダプタに取り付けるス
テップと、
　前記自動注入器に取り付けられている間に、前記アダプタを前記ケーシングから外すス
テップと、
　前記バイアルが前記ケーシング内にある間に、前記アダプタの穿刺部材を用いてバイア
ルを穿刺し、前記自動注入器から前記アダプタを介して前記バイアルへと前記流体を射出
するステップと、
　前記アダプタ及び前記自動注入器に取り付けられている間に、前記ケーシングから前記
バイアルを外すステップと、
　前記自動注入器の向きを変えて、前記バイアル及びアダプタが前記自動注入器の上方に
ある状態で、前記自動注入器を前記ケーシングに取り付けるステップと、
　前記バイアル内に形成された薬剤を、前記アダプタを介して前記自動注入器へと抜くス
テップと、
　前記自動注入器から前記アダプタ及びバイアルを外すステップと、を含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動注入器、特に、薬剤が吸入される自動注入器に関し、より詳細には、薬
剤を形成するために水などの流体が別の物質と混合される自動注入器に関する。本発明は
また、アダプタ、自動注入器セット、自動注入器パック、及び自動注入器を用意する方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　注射器の針を自動的に展開し、次にその内容物を投与する様々な構成が、たとえばWO95
/35126、EP-A-0517473、米国特許第6,159,181号、及びWO03/092771で説明されるように、
種々提案されている。
【０００３】
　たとえばフリーズドライや凍結乾燥された「ケーキ」の形態で薬剤を提供することは既
知である。凍結乾燥された薬剤は、ガラス製のバイアル又は注射器などの不浸透性の容器
内に保持され得る。注入の目的のために、この薬剤は、通常は滅菌注射用水(sWFI)である
水を用いて戻される。
【０００４】
　この戻すステップは、たとえば、薬剤を含む封止されたバイアルに水を注入し、次に、
結果として生じる溶液を注射器へと抜くことによって、手動で行われ得る。薬剤の溶液は
、次に、この注射器から直接注入され得るか、又は代わりの注射装置へと移され得る。
【０００５】
　しかし、このような構成が操作者にとって面倒であり、かつ複雑であることに鑑みて、
WO2006/131756は、上述の従来の自動注入器に対する開発を提案している。特に、自動注
入器内の投与シリンダが、二つの区画に分割されるものであり、凍結乾燥された薬剤は前
部区画に用意され、水は後部区画に用意される。可動式の封止部がこの二つの区画の間に
設けられ、この可動式の封止部は逆止弁を含むものであり、シリンダが前方へ押されるよ
うに自動注入器が作動されると、後部区画内の水が凍結乾燥された薬剤と混合するように
前部区画へと動くように、逆止弁を含む封止部が、シリンダに対して後方に移動される。
シリンダ内の主ピストンの次の動きが、シリンダから薬剤溶液を注入の目的のために押し
出すようになっている。
【０００６】
　このような自動注入器は、使用にあたっては有効であるものの、いくつかの制限、たと
えば構造の複雑さを有している。また、異なる薬剤のために異なる生産ラインを用意する
必要から生じること、製造困難性と製造コストの問題、装置内において凍結乾燥された薬
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剤と水とを確実に正しく分離することの困難性の問題、などが存在している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、少なくとも、従来のシステムにおける欠点を低減し、それ自体の利益
をもたらす代替の構成を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、少なくとも、必要な薬剤が使用者によって充填可能である自動注入器を提供
することにかかり、より詳細には、その薬剤を形成するのに用いられる水などの流体を予
め充填された自動注入器に関するものである。
【０００９】
　本発明によると、筐体と、筐体に対して移動可能な出口部分と、薬剤を包含する筐体内
の容器と、出口部分を筐体に対して移動させることによって出口部分を展開し、容器内に
包含されている薬剤を出口部分を介して射出するように構成される作動可能な展開機構と
、を含む自動注入器が提供され、この自動注入器は、出口部分を介して容器の中へ薬剤を
吸入するように構成される充填機構を含むものである。
【００１０】
　好ましくは、出口部分は、針が、出口部分に含まれる通路と流体連通するように、この
針を保持するように構成される。
【００１１】
　容器内に包含される薬剤を射出するように展開機構を作動する前にのみ、針が出口部分
に取り付けられることが可能である。この場合、出口部分は、ある容積の流体を排出し、
容器の中へ薬剤を吸い戻すのに、針がない状態で使用可能であり、この目的及び/又は独
立した針のために、分離した通路を設けることもできる。
【００１２】
　しかしながら、好ましくは、出口部分は、通路と流体連通した針を含むものであり、こ
の針は、ある容積の流体を排出して薬剤を吸入し、また薬剤を射出するように使用可能で
あるか、又は、薬剤を射出するのに新しい針に交換可能である。
【００１３】
　容器は、好ましくは、たとえば、容器出口から延在する細長い穴を画定する壁と、壁と
の間で封止し、穴に沿って滑動可能なピストンと、を含む、標準的な注射器の形態をとる
ものである。
【００１４】
　この構成において、展開機構は、穴に沿って容器出口に向かってピストンを滑動させる
ことによって、容器内に包含された薬剤を射出するように構成される。
【００１５】
　展開機構は、従来の自動注入器の構成に従った任意の既知の方式で構成可能である。
【００１６】
　好ましくは、充填機構は、穴に沿って容器出口から離れるようにピストンを滑動させる
ことによって、容器内へと薬剤を吸入するように構成される。
【００１７】
　好ましくは、充填機構は、出口部分を介して容器内へと薬剤を吸入するように、第1位
置から第2位置へと使用者によって移動させることのできる充填部材を含む。
【００１８】
　好ましくは、充填部材は、筐体の周囲のスリーブとして構成され、第1位置から第2位置
へと筐体に沿って滑動するように構成される。
【００１９】
　これが、充填機構を操作する便利で有効なやり方をもたらす。
【００２０】
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　好ましくは、展開機構は、展開機構を作動させるように構成された、使用者作動式の展
開作動装置を含むものである。
【００２１】
　自動注入器は、充填作動装置及び展開作動装置の両方として働く単一の作動装置を備え
ることができる。
【００２２】
　充填機構は、充填機構が容器内へ薬剤を吸入するまで、使用者作動式の展開作動装置の
操作を防止する、ロックアウト構成要素を含むことができる。
【００２３】
　これによって、充填操作が完了している場合に、使用者が展開機構を操作しないことを
保障できる。
【００２４】
　充填部材は、第1位置において使用者作動式の展開部材を覆い、第2位置において使用者
作動式の展開部材を露出させるように構成可能である。
【００２５】
　このようにして、充填部材はロックアウトをもたらし、薬剤が容器へと吸入されてしま
うまで展開機構が作動するのを防止する。
【００２６】
　好ましくは、自動注入器は、ある容積の流体の保管するように構成され、充填機構は、
出口部分を介して容器内へと薬剤を吸入する前に、このある容積の流体を出口部分から排
出するように構成される。
【００２７】
　したがって、自動注入器は、薬剤の形成における使用のために、流体を予め充填された
状態とすることができる。従来の自動注入器は、注入ステップの一部として注入器の内容
物を排出するのみであるように構成され、ある構成では、次に、自動注入器の針を筐体内
へと引き戻すように構成されている。これに対して、本発明の自動注入器では、たとえば
凍結乾燥された薬剤のバイアル内へ流体を射出し、たとえば流体をバイアル内の凍結乾燥
された薬剤と混合することによって形成された必要な薬剤を、容器内へ吸い戻すことがで
きる。このようにして、単一の自動注入器が、多くの異なるタイプの薬剤について多くの
異なる用途に供することができる。従来技術の二つの区画をなくして、自動注入器をより
単純に構築し、自動注入器内の流体と薬剤とが互いに接触する懸念のない自動注入器を製
造することが可能となる。
【００２８】
　自動注入器内のある容積の流体は、充填機構によって排出されるまで、注入器自体の区
画の中に保管されることが可能であるが、好ましくは、容器が、ある容積の流体を保管す
るように構成されるのがよい。
【００２９】
　おそらく、自動注入器は、任意のタイプの流体又は液体と共に使用可能であるが、好ま
しくは、流体は水又は緩衝液であり、また、自動注入器は、容器内に既に水を保管された
状態で提供可能となっているのがよい。
【００３０】
　容器が、ある容積の流体を保管するよう用いられる場合には、充填機構は、ピストンを
穴に沿って容器出口に向かって滑動させることにより、ある容積の流体を排出するように
構成されているのがよい。
【００３１】
　以下に考察されるように、この操作は、自動注入器内に与えられる動力によって実行可
能であるか、又は、使用者が穴に沿ってピストンを滑動させることのできるリンク機構に
よって手動で実行可能である。
【００３２】
　ある容積の流体を排出するために充填機構に動力を供給するように、内部動力源が用意
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されてよい。同様に、容器内へと薬剤を吸入するように充填機構に動力を供給するために
、任意の内部動力源が用意されてよい。しかしながら、好ましくは、ある容積の流体を放
出するように充填機構に動力を供給する動力源が、展開機構に動力を供給するようにさら
に構成される。この構成では、ある容積の流体を放出する動力源の動力を使用しつくした
ときに、容器内へ薬剤を吸入する使用者による手動操作が、動力源に動力をさらに補充し
、次に、続いて、展開機構に動力を供給するように使用可能であれば、特に有利である。
【００３３】
　この点において、動力源は好ましくはばねである。ある容積の流体を排出する際にばね
のエネルギーが放出され、容器内へ薬剤を吸入する際に使用者によって手動で元に戻され
、次に、展開機構に動力を供給する際に再び放出される。
【００３４】
　好ましくは、充填機構は、ある容積の流体を排出するために充填機構を作動させるよう
に構成された、使用者作動式の充填作動装置を含むものである。
【００３５】
　充填部材は、充填機構を操作するように構成要素を手動で移動させる部材であり得るか
、又は、単に内部動力源を放出するだけの部材であり得る。
【００３６】
　本発明は、最も広義において、展開の前にその容器内へ薬剤を吸入することのできる自
動注入器を提供することに関する。自動注入器は薬剤を形成するのに使用される流体を予
め充填されていてよく、その流体が射出されて、薬剤を形成するように物質と混合され、
次に、次の使用のために自動注入器内へと吸い戻される。
【００３７】
　ここで、調製済みの薬剤か、又は自動注入器内の液体と混合される薬剤のための物質を
含むバイアルの隔壁を穿刺するために自動注入器の針を使用するにあたっては問題があり
、特に、針を用いてバイアルの隔壁を穿刺することによって、針の先端部が鈍くなるとい
う問題がある。また、隔壁のわずかな部分が穿刺工程の際に分離してしまい、針の上に留
まる危険があり、それが、針を使用する患者にとって危険となる。
【００３８】
　使用者は、バイアルの隔壁を穿刺し、混合された薬剤を得るように第1の針を使用し、
次に、薬剤を患者に投与するように自動注入器が使用される前に、第1の針を第2の針に交
換することが可能である。代替として、「ストロー」のようなものが、バイアルの隔壁を
穿刺するために、第1の針の代わりに使用可能である。
【００３９】
　ストロー又は針を注入針と交換することは、使用者にとって厄介であり、針による不慮
のけがの危険性を増加させる。また、針が通常隠されている自動注入器の構成では、針を
交換するために針に接近することが困難である。
【００４０】
　さらに、バイアル隔壁を穿孔するように針を使用する操作は、薬剤が必要とされるとき
に、すべての患者が必ずしも有していない、又は快適に感じないかもしれない、あるレベ
ルの技能を必要とする。結果として(隔壁が針によって穿孔される深さが変化することに
よって)、使用者が、バイアル内へと流体を注入する、又はバイアルから流体を抜く工程
に影響を与え、送達される薬剤の構成又は量に影響を与えることがあり得る。
【００４１】
　上記を鑑みて、本発明はまた、針が針先へと延在する注入端部を備えた細長い本体を有
する容器を有する自動注入器と共に使用するアダプタを提案し、このアダプタは、針先が
筐体に接触することなく、容器の針が中に延在できる空洞部を容器に画定するように、容
器に取り付けられ、容器と封止するように構成された筐体と、バイアルの内部を封止して
いるバイアルの隔壁を穿刺するように構成され、バイアルの内部と空洞部との間に流体連
通をもたらすように構成された少なくとも一つの開口を有する、筐体から延在する穿刺部
材とを含む。
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【００４２】
　このようにして、自動注入器の針は、注入の目的のために患者の皮膚を貫通するのに有
用な状態に保持可能である。特に、針の先端部は、この先端部を鈍くする可能性のあるあ
らゆる表面との接触が防止される。アダプタの穿刺部材は、隔壁による異物が針ではなく
穿刺部材に留まり、針が穿刺工程によって鈍くされないように、バイアルの隔壁を穿刺す
るように使用される。アダプタは、バイアルの内容物を自動注入器へと抜くことができる
ように、バイアルの内部と自動注入器との間に流体連通をもたらす。こうして、使用者は
、自動注入器を使用準備のできた状態にするために、自動注入器からアダプタを除去する
ことのみが必要となる。自動注入器に取り付けられた針を他の針と交換する必要はない。
【００４３】
　アダプタの筐体は、好ましくは、アダプタを自動注入器に固定するように、自動注入器
の筐体への取付けのための取付け用部分を含む。
【００４４】
　このようにして、自動注入器内の容器との封止部に、アダプタに対する物理的な支持部
を設ける必要はない。アダプタは、その使用時に、取付け用部分によって適所にしっかり
と保持可能である。
【００４５】
　取付け用部分は、自動注入器の筐体への取付けのためのつばを含んでよい。こうして、
アダプタの筐体は、自動注入器の容器に取り付けられ、その容器と封止するように、つば
の内側に延在する。
【００４６】
　つばは、好ましくは、自動注入器の筐体の外表面に取り付くが、さらに、又は、その代
わりに、内表面に取り付いてもよい。
【００４７】
　好ましくは、取付け用部分は、自動注入器に取り付けられると、アダプタの自動注入器
に対する軸方向の動きを防ぐ。この点に関して、取付け用部分は、差込み式取付け部品及
びねじ付き取付け部品のうちの一つを含んでよい。
【００４８】
　本発明は、また、薬剤を注入するために用いる針を有する自動注入器と、針を覆うため
に自動注入器に嵌るように構成されたアダプタとを含む自動注入器セットを提供でき、こ
のアダプタは、バイアルを穿刺するように構成された穿刺部材を含み、この穿刺部材は、
針との流体連通をもたらすものである。
【００４９】
　好ましくは、アダプタは上述の方式で構築されるのがよい。
【００５０】
　自動注入器の筐体は、好ましくは、アダプタを取り付けるための受け部分を含み、特に
、アダプタが取付け用部分を含む場合には、受け部分がこの取付け用部分を受けるように
なっている。
【００５１】
　好ましくは、受け部分は、アダプタと自動注入器との間の軸方向の動きを防ぐようにア
ダプタと相互作用するのがよく、この点について、受け部分は、差込み式取付け部品及び
ねじ付き取付け部品のうちの一つを含んでよい。
【００５２】
　好ましくは、自動注入器は、上述の方式で構築可能である。
【００５３】
　好ましくは、アダプタは、針先がアダプタの筐体と接触することなく自動注入器の針が
中に延在できる空洞部を自動注入器内に画定するように、自動注入器に取り付けられ、自
動注入器との間を封止するように構成された筐体と、バイアルの内部を封止しているバイ
アルの隔壁を穿刺するように構成され、バイアルの内部と空洞部との間に流体連通をもた
らすように構成配置された少なくとも一つの開口を有する、アダプタの筐体から延在する
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穿刺部材とを有する。
【００５４】
　自動注入器内の容器は、注射器本体の形態をとることができ、針は、固定された方式で
、注射器本体の注入端部に設けられることが可能である。
【００５５】
　アダプタの筐体は、上述の少なくとも一つの開口に連結する空洞部を形成するように、
注射器本体の針の軸部と封止することが可能である。しかしながら、このような構成にお
いては、封止部が針の先端部と接触することを回避するステップをとるべきである。
【００５６】
　そして好ましくは、アダプタの筐体は、注射器本体の注入端部と封止するように実質的
に円形の開口部を有するのがよく、アダプタの筐体は、針と接触する必要はない。
【００５７】
　好ましくは、アダプタが、針がそこから延在するネック部分を注射器本体の注入端部に
有する自動注入器と共に使用されるように意図される場合、アダプタの筐体は、このネッ
ク部分との間を封止するように配置される。
【００５８】
　以下に述べるように、限られた数の非常に標準化された注射器本体がよく知られており
、アダプタを、このような注射器本体に取付け及び封止をするように構成することは容易
である。自動注入器は、流体が予め充填されたこのような注射器本体を組み込むことがで
きる。
【００５９】
　好ましくは、アダプタの筐体は、注射器本体と封止する内向きのOリングを含むもので
あり、これが針の軸部との間を封止するが、好ましくは、ネック部分との間を封止する。
ここで、針との間の封止は、損失容積を低減するのに有利となり得る。
【００６０】
　好ましくは、穿刺部材は、アダプタの筐体から、バイアル隔壁を穿刺するような形態の
穿刺部分まで延在し、少なくとも一つの開口は、この穿刺部分の少なくとも近傍に配置さ
れ、穿刺部材は、穿刺部材の内部に連通路を画定し、上記の少なくとも一つの開口から空
洞部へと延在する内表面を含む。
【００６１】
　したがって、穿刺部材の端部の穿刺部分は、バイアルの隔壁を穿刺するために使用可能
である。このように、バイアルの内部に穿刺部分があり、少なくとも一つの開口がその近
傍に配置されていることで、バイアルの内部と穿刺部材との間に流体連通がもたらされる
。こうして、穿刺部材内に設けられる連通路が、バイアルの内部とアダプタの空洞部との
間に完全な流体連通をもたらすように、少なくとも一つの開口を空洞部に連結する。
【００６２】
　好ましくは、穿刺部材は、アダプタの筐体から穿刺部分へと長さ方向に延在する外表面
を含み、少なくとも一つの開口は、この外表面の穿刺部分の近傍の位置に画定される。
【００６３】
　言い換えると、穿刺部材は、好ましくは、一端に穿刺部分を備えた、軸などの細長い形
を有する。こうして、少なくとも一つの開口が、穿刺部分の近傍の位置において、その細
長い形の外表面を介して画定又は提供される。
【００６４】
　好ましくは、針先がアダプタの筐体又は穿刺部材と接触することなく、針が連通路内へ
延在できるように、連通路の少なくとも一部が空洞部の一部を形成する。
【００６５】
　したがって、連通路と空洞部との間の境界線は、いくぶん不明瞭である。両方の内部空
間は、アダプタの中に設けられ、互いに連結される。アダプタが注射器本体に連結される
と、針は、空洞部とみなされる空間を介して、連通路とみなされる空間の中へ延在し、そ
こで、両空間が少なくとも一つの開口と流体連通される。
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【００６６】
　好ましくは、連通路は、穿刺部材の長さに実質的に沿って針を受けるように、実質的に
円筒形であり、アダプタの筐体と整列される。
【００６７】
　したがって、針が穿刺部材の長さに沿って内部に延在する状態で、空洞部とみなされる
空間を非常に小さく保つことが可能となる。
【００６８】
　好ましくは、連通路、空洞部、及びアダプタの筐体は、すべて同軸である。アダプタの
この構成によって、アダプタが注射器と同軸に取付けできるように、いくつかの標準注射
器が、注射器の細長い本体と同軸に構成された針を有することは明らかであろう。
【００６９】
　好ましくは、穿刺部材の内表面は、針にぴったりと嵌るように構成され、アダプタの筐
体は、アダプタと注射器本体との間のアダプタ内の容積又は空間が小さくなるように、注
入端部にぴったりと嵌るように構成される。
【００７０】
　好ましくは、この容積又は空間は、製造公差に従ってできるだけ小さくされ、一方で、
針の先端部は、確実に、穿刺部材又はアダプタの筐体のどちらにも接触しないようにすべ
きである。アダプタ内の空間又は容積は、水又は薬剤が失われるデッドボリュームとなる
。好ましくは、この容積は、注入用の薬剤の容積又はバイアルへ注入する水の容積の5%以
下であるように構成されるべきである。ゆえに、全容積1ミリリットルの場合、損失容積
は、50マイクロリットル以下であるべきであり、3%又は1%が、より好ましい値である。
【００７１】
　好ましくは、少なくとも一つの開口は二つ以上の開口を含むのがよく、これらは、穿刺
部材の周囲の異なる径方向の位置に設けられるか、及び/又は穿刺部材の長さに沿って異
なる長さ方向の位置に設けられてよい。
【００７２】
　好ましくは、アダプタの筐体は、バイアルのネック部と係合するように、穿刺部材と実
質的に平行に延在する取付け部材を含む。
【００７３】
　一連の標準バイアルは、バイアルの隔壁によって覆われた開口部に至るネック部を有す
ることがよく知られていることが理解されるであろう。
【００７４】
　アダプタがバイアルのネック部と係合できるようにすることによって、穿刺部材がバイ
アルの隔壁を介して挿入された状態での自動注入器の操作を容易にするように、バイアル
は、よりしっかりとアダプタに支持可能となる。
【００７５】
　好ましくは、取付け部材が、穿刺部材の両側に延在する。
【００７６】
　これによって、バイアルのネック部への取付け、及びバイアルのネック部の把持が便利
になる。取付け部材は、バイアルのネック部を実質的に全周に沿って把持するように、実
質的に環形であってよい。
【００７７】
　穿刺部材は、バイアル本体(たとえばガラス製の筐体)と接触してはならない。したがっ
て、好ましくは、穿刺部材は、隔壁の中央の近くにおいて隔壁を穿孔するように構成され
る。取付け部材は、この位置決めを確実にするように構成可能である。
【００７８】
　好ましくは、取付け部材は、バイアルのネック部を解除不可能に係合する掛け金を含む
。
【００７９】
　このようにして、アダプタは、たとえば、バイアルのネック部の上に取付け部材を押し
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付けることによって、バイアルに取付け可能である。好ましくは、この操作の際、穿刺部
材が隔壁を穿刺する。バイアルのネック部と解除不可能に係合することによって、使用者
が、自動注入器をすぐに使える状態にするのが容易となる。特に、使用者は、自動注入器
をバイアルに対して単に引くだけである。アダプタは、バイアルのネック部と係合された
ままとなり、自動注入器はアダプタから離れる。
【００８０】
　アダプタは、好ましくは、Schott、Becton Dickinson、Qorpak、West Pharmaceutical 
(Westar閉鎖用構成要素)、Tyco、Pacific Vialの標準タイプのバイアルのうちの一つと共
に使用されるように構成される。
【００８１】
　これらは、0.3ml、0.5ml、1ml、1.5ml、2ml、3ml、4ml、5ml、10ml、20ml、40ml、60ml
の標準バイアルサイズのいずれかであってよい。
【００８２】
　上述のように流体を予め充填された自動注入器の特徴及び利点を有する本発明は、また
、有利な自動注入器パックを提供するものである。
【００８３】
　本発明によると、上述のような自動注入器セットと、液体と合わさって薬剤を形成する
物質を含むバイアルと、そのバイアル、そしてまた自動注入器セットの自動注入器及びア
ダプタを収容するように構成されたケーシングとを含む自動注入器パックが提供される。
【００８４】
　これが、すぐに使える構成要素の便利な組合せを提供する。
【００８５】
　好ましくは、ケーシングは、バイアル及びアダプタを包含する、予め封止され、滅菌さ
れた部分を含む。
【００８６】
　バイアル及びアダプタは、たとえば箔によって封止され、その後、製造の際にガンマ線
に暴露される部分の中に設けられ得る。
【００８７】
　好ましくは、ケーシングは、自動注入器、バイアル、及びアダプタを別々に保持する形
態（もしくは形状）を有する下側部分を含み、この下側部分は、自動注入器の針を受ける
ようにアダプタを外向きに保持し、穿刺部材を受けるようにバイアルを外向きに保持する
形態（もしくは形状）を有する。
【００８８】
　このやり方では、自動注入器をアダプタに取り付けるために、ケーシングからアダプタ
を外す必要はない。使用者は、ケーシングの下側部分にアダプタを適所に保持した状態で
、アダプタに自動注入器を単に取り付けることができる。ケースの下側部分から自動注入
器を外すことで、自動注入器と共にアダプタを取ることになる。次に、自動注入器及びア
ダプタの組立体が、バイアルをケーシングの下側部分に保持したままの状態で、同様にバ
イアルに取付け可能である。
【００８９】
　これが、使用者がアダプタ及びバイアルを保持及び操作する必要のない、使用者にとっ
て非常に便利な構成を提供する。
【００９０】
　好ましくは、下側部分は、バイアル及びアダプタを、自動注入器から切り離された後に
、組み立てられたユニットとして共に保持する形態（もしくは形状）を有する。
【００９１】
　バイアル及びアダプタの組み立てられたユニットは、当然ながら、バイアル又はアダプ
タのそれぞれよりも大きく、それゆえに、ケーシングの中のバイアル又はアダプタのいず
れの元の位置にも戻すことはできない。組み立てられたユニットを保持する形態をケーシ
ングに設けることによって、使用者は、たとえば全体の廃棄処分のために、ケーシング内
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でバイアル及びアダプタを取り替えることができる。
【００９２】
　好ましくは、下側部分はトレーの形を有しており、自動注入器は、針から作動装置の端
部まで軸に沿って延在し、下側部分は、自動注入器のこの軸がトレーの中にある状態で、
自動注入器を保持する形態を有する。
【００９３】
　これは、アダプタ及びバイアルの長さと比較して相当な長さを有する自動注入器を保管
するのに便利な形態である。
【００９４】
　好ましくは、ケーシングは、ケーシングを開く際に、自動注入器の作動端部を下側部分
から持ち上げるように構成される押し出し機構を含む。
【００９５】
　これは、自動注入器をケーシングから持ち上げる向きについての明確な指示を、使用者
に与えるのに有利である。
【００９６】
　好ましくは、下側部分は、自動注入器がトレーに対して実質的に直角に向けられた状態
で、自動注入器の作動端部を保持する形態である。
【００９７】
　このようにして、最初にアダプタを自動注入器に取り付け、次にバイアルをアダプタに
取り付けた後、使用者は、自動注入器を上下逆にし、自動注入器を、ケーシングの下側部
分においてその作動端部によって支持された直立した向きにすることができる。
【００９８】
　好ましくは、自動注入器内の流体は、バイアルがケーシングの下側部分に保持されたま
まの状態で、バイアルの中へ射出される。組立体全体を外して、それを上下逆にすること
が、流体をバイアル内の物質と混合するのを助け、作動端部を下側部分内に下向きに配置
することが、薬剤をバイアルから自動注入器へと吸入するのに良い向きを与える。
【００９９】
　好ましくは、ケーシングは、下側部分に対して開くことのできるカバーを形成する上側
部分を含む。
【０１００】
　上側部分の内側面は、自動注入器、アダプタ及びバイアルの使用のための指示部を備え
ることができる。
【０１０１】
　本発明はまた、自動注入器パックの自動注入器を用意する方法を提供し、本方法は、ケ
ーシングから自動注入器を外すステップと、アダプタがケーシングの中にある間に、自動
注入器をアダプタに取り付けるステップと、自動注入器に取り付けられている間に、アダ
プタをケーシングから外すステップと、バイアルがケーシング内にある間に、アダプタの
穿刺部材を用いてバイアルを穿刺し、自動注入器からアダプタを介してバイアルへと流体
を射出するステップと、アダプタ及び自動注入器に取り付けられている間に、ケーシング
からバイアルを外すステップと、自動注入器の向きを変えて、バイアル及びアダプタが自
動注入器の上方にある状態で、自動注入器をケーシングに取り付けるステップと、バイア
ル内に形成された薬剤を、アダプタを介して自動注入器へと抜くステップと、自動注入器
からアダプタ及びバイアルを外すステップとを含む。
【０１０２】
　本発明は、添付の図面を参照して、例としてのみ与えられる以下の説明から、より明ら
かに理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【０１０３】
【図１】注射器及びバイアルに取り付けられたアダプタを示す図である。
【図２】図1の組立体の断面図である。



(14) JP 2010-527248 A 2010.8.12

10

20

30

40

50

【図３】図2の拡大図である。
【図４ａ】図1の構成の操作の様々な段階を示す図である。
【図４ｂ】図1の構成の操作の様々な段階を示す図である。
【図４ｃ】図1の構成の操作の様々な段階を示す図である。
【図４ｄ】図1の構成の操作の様々な段階を示す図である。
【図４ｅ】図1の構成の操作の様々な段階を示す図である。
【図４ｆ】図1の構成の操作の様々な段階を示す図である。
【図５】図5aから5fは、図1の構成の操作の様々な段階を示す図である。
【図６】穿刺部材の代替構成を示す図である。
【図７】穿刺部材のさらなる代替構成を示す図である。
【図８】図8a及び8bは、アダプタ及びバイアルと共に、本発明を具体化する自動注入器の
互いに直角方向の断面図である。
【図９】図9a及び図9bは、組み立てられた状態の図8a及び8bの構成要素を示す図である。
【図１０】図9a及び9bの構成の斜視図である。
【図１１】図11a及び11bは、予め充填された液体を排出するように作動される図9a及び9b
の構成を示す図である。
【図１２】図12a及び12bは、予め充填された液体をバイアルへと排出した構成を示す図で
ある。
【図１３】図13a及び13bは、バイアルから自動注入器へと薬剤を吸入する過程の構成を示
す図である。
【図１４】図14a及び14bは、薬剤を包含し、展開の準備ができた構成を示す図である。
【図１５】図14a及び14bの構成の斜視図である。
【図１６】図16a及び16bは、使用の準備ができた自動注入器を示す図である。
【図１７】図17a及び17bは、注射器本体が注入方向に展開された、自動注入器を示す図で
ある。
【図１８】図18a及び18bは、既に包含されていた薬剤を射出した自動注入器を示す図であ
る。
【図１９】図18a及び18bの構成の斜視図である。
【図２０】図20a及び20bは、患者の部位からの回収に際して外側のつばが針を覆うように
延在された自動注入器を示す図である。
【図２１】図20a及び20bの構成の斜視図である。
【図２２】図22aは、自動注入器、アダプタ及びバイアルのためのケーシングを示す図で
あり、図22bは、図22aのケーシング内の自動注入器、アダプタ及びバイアルを示す図であ
る。
【図２３】図22bの構成と同様の構成を示す図である。
【図２４】ケーシング内のアダプタに取り付けられた自動注入器を示す図である。
【図２５】ケーシング内のバイアルに取り付けられた自動注入器及びアダプタを示す図で
ある。
【図２６】バイアル内へと流体を動かす準備ができた、逆にされ、ケーシングに取り付け
られた自動注入器、アダプタ及びバイアルを示す図である。
【図２７】バイアルから自動注入器へと薬剤を吸入するように動かされる滑動部を備えた
、図26の構成を示す図である。
【図２８】自動注入器から外され、ケーシング内に保管されたアダプタ及びバイアルの組
立体を示す図である。
【図２９】使用の後、ケーシングに戻されて、閉じられ、処分される準備のできた自動注
入器を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０１０４】
　以下の説明は、自動注入器を使用してのその後の投与のために薬剤を形成するのに用い
られる、水又は緩衝剤などの流体を予め充填され得る自動注入器に関する様々な実施形態
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の詳細を含む。この点について、図10は、自動注入器及びアダプタを含み、また、自動注
入器セットが共に使用可能であるバイアルを備えた、自動注入器セットの図である。いく
つかの実施形態では、自動注入器は、流体を予め充填される必要はなく、代わりに、展開
の前に薬剤を吸入するようにのみ使用される。
【０１０５】
　この好ましい実施形態及びその他の構成の詳細を考慮する前に、注射器と共に使用され
るアダプタの説明が与えられる。注射器のアダプタの多くの特徴は関連しており、自動注
入器のアダプタに適用可能であるが、自動注入器のアダプタは、自動注入器の筐体に嵌る
ように、並びに自動注入器内に含まれ、投与される薬剤用の容器を形成する注射器本体と
封止するように構成可能であることが理解されたい。
【０１０６】
　図1に示されるように、アダプタ2は、注射器6の本体4に取付け可能である。次に、アダ
プタ2は、取付け部材10によって、バイアル8にやはり取付け又は係合される。
【０１０７】
　図2は、図1の構成の断面図である。
【０１０８】
　注射器6は、標準的な構造のものであり、流体を含むための内部シリンダ又はシリンダ
状の空間14を画定する内壁12を有するシリンダ状の細長い本体4を含む。説明される例で
は、注射器6は、(殺菌)水を予め充填されている。標準的なやり方では、ピストン16が、
シリンダ14内に設けられ、注射器6から流体を投与するか、又は注射器6へと流体を吸入す
るように、内壁12に沿って動くことができる。
【０１０９】
　遠位端部において、指用のつば18が、標準的な方式で設けられる。図示されていないが
、ピストン16の操作を可能にするように、ピストン16から注射器本体4の外へ、指用のつ
ば18を過ぎて延在する、細長い押圧構成要素が設けられてよい。
【０１１０】
　ここでは注入端部と称される、注射器6の反対側の端部に、注射器本体4から針先22へと
軸方向に延在する針20が設けられる。構成のこの部分は、図3に示される、図2の拡大され
た部分により明らかに示される。
【０１１１】
　標準的な方式では、注射器6の本体4は、本体4のシリンダ14と針20との間にネック部分2
4が設けられる。図示されていないが、シリンダ14を針20に連結する通路がネック部分24
に設けられる。通常の方式では、針20は、針先22とネック部分24の通路との間に流体連通
をもたらす中空の軸である。
【０１１２】
　図示のように、アダプタ2は、注射器6の上へ取り付けられる筐体26を含む。
【０１１３】
　図示のように、筐体26は、空洞部30が間に画定されるように、ネック部分24の周囲に配
置された内壁28を含む。
【０１１４】
　筐体26は、針20の軸部の一部分、又は注射器6の本体4と封止することが可能であろう。
しかしながら、図示のように、筐体26は、注射器6のネック部分24と封止するように構成
される。
【０１１５】
　図示のように、内向きのOリング32がネック部分24と封止するように設けられる。特に
、環形の凹部34が、Oリングを受ける筐体26の内壁28に設けられる。こうして、Oリング32
は、ネック部分24の外表面と封止する。当然ながら、共に成形された封止部又はリップシ
ールなどの他の封止部が設けられてもよい。
【０１１６】
　アダプタ2は、アダプタ2の筐体26及び注射器6から離れるように延在する、穿刺部材36
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と称されるものを備える。穿刺部材36は、バイアル8の隔壁38を穿刺するように構成され
る。特に、穿刺部材36は、筐体26から最も遠いその端部に穿刺部分40を備える。穿刺部分
40は、好ましくは、バイアル8の隔壁38を容易に穿刺するように、いくらか先が尖ってい
る。開口42が、穿刺部材36の外表面44に設けられ、穿刺部材36の内表面48によって画定さ
れる連通路46に連結する。したがって、連通路46は、開口42と空洞部30との間に流体連通
をもたらす。
【０１１７】
　とりわけ、穿刺部材36及び筐体26は、注射器6をアダプタ2に取り付ける際にさえも、針
20の針先22が、穿刺部材36の内表面48又は筐体26の内表面28のいずれにも接触しないよう
に構成される。したがって、注射器6がアダプタ2に取り付けられた状態に留まる限り、針
先22は保護された状態に留まり、その後、患者への注入のために使用者によって使用可能
となる。穿刺部材36は、バイアル8の隔壁を穿刺することができ、開口42によって、注射
器6のシリンダ14に対する流体連通をもたらすことができる。
【０１１８】
　いくつかの構成では、アダプタ2は、針20が筐体36の空洞部30の中へのみ延在し、連通
路46の中へは延在しないように構成可能である。連通路46と空洞部30との間に流体連通が
もたらされる限り、穿刺部材は、任意の方式でアダプタの上に配置及び配向されてよい。
しかしながら、図示のように、空洞部30の容積及び連通路46の容積を縮小する努力がなさ
れており、それは、この容積が事実上「デッドボリューム」であり、単に失われる流体を
含むことになるからである。
【０１１９】
　したがって、図示のように、連通路46は、空洞部30が注射器6のネック部分24を受ける
ように、空洞部30と同軸に設けられ、連通路46は、実質的に連通路46の全長に沿って針20
を受ける。
【０１２０】
　図示のように、構造の実用的な制約を前提として、穿刺部材の内表面48が、針の軸部20
の外表面にできるだけ近くなるように、また、筐体の内表面28が注射器本体4の外表面に
、特に、図示のように注射器本体4のネック部分24にできるだけ近くなるように、筐体26
及び穿刺部材36は構成される。このようにして、流体又は薬剤の損失が、最小にされ得る
。
【０１２１】
　アダプタ2の操作を考慮する前に、二つの好ましい特徴、すなわち、注射器6及び上述の
取付け部材10に対してアダプタ2を支持する支持部材50の提供について、いくつかの説明
が与えられる。
【０１２２】
　図示のように、アダプタ2が注射器6に取付け及び封止されたとき、注射器6に対してア
ダプタ2を支持するように、注射器6の本体4の外表面と係合するように注射器6の指用つば
18の端部に向かって封止部を越えて延在する支持部材50が設けられる。好ましくは、支持
部材50は、注射器6の本体4の外部を把持するいくつかの細長い長さ方向又は軸方向に延在
するアームを備える。より好ましくは、支持部材50は、注射器6の細長い本体4の外表面を
受け、支持するように構成された内部直径を有する、筐体26のシリンダ状の拡張部である
。
【０１２３】
　このようにして、筐体26が注射器6に対して封止されたとき、アダプタは、注射器6に対
してしっかりと保持され、特に、注射器6の軸に対するアダプタ2の傾きを防ぐ。
【０１２４】
　取付け部材10は、注射器6から離れる方向及び穿刺部材36と実質的に平行な方向に、筐
体26から離れるように延在する。
【０１２５】
　図示のバイアル8は、標準構造のものであり、ネック部52を含む。図示のように、取付
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け部材10はバイアル8のネック52と係合するように構成される。好ましくは、取付け部材1
0は、バイアル8のネック部52の両側と係合するように、穿刺部材36の両側に、又は、周方
向の配置に延在する。図示の実施形態では、取付け部材10は、バイアル8のネック部52を
囲む実質的に環形の本体を共に形成する、複数の細長い脚部を備える。細長い脚部は、こ
の脚部が径方向外向きに偏向することのできる、いくらかの弾性又は少なくとも可撓性を
有する。したがって、穿刺部材36がバイアル8の隔壁38を穿刺するように、アダプタ2がバ
イアル8へと押されると、取付け部材10の脚部は、バイアル8の端部の周囲に外向きに偏向
され、次に続いて、穿刺部材36及び穿刺部材の開口42がバイアル8の内部にある状態でバ
イアル8を適所に固定するように、バイアル8のネック部52と係合する。
【０１２６】
　図示のように、取付け部材は、取付け部材10がバイアル8のネック部52を解除不可能に
係合するように、掛け金を形成するように構成される。特に、図示のように、取付け部材
10の脚部は、バイアル8の端部が取付け部材10の各脚部の間に挿入されたとき、これらの
脚部が、バイアル8の端部の周囲に外向きに偏向するような方向に徐々に外向きに傾斜す
る。しかしながら、取付け部材10の脚部がバイアル8のネック52と一旦係合すると、アダ
プタ2の取付け部材10からバイアル8の端部を外すのが非常に困難になるように、脚部は反
対方向により急に傾斜する。
【０１２７】
　ここで、バイアル8内に備えられた凍結乾燥された薬剤と混合するように、注射器6が水
を予め充填されて提供される一実施形態における、アダプタ2の使用についての説明が与
えられる。
【０１２８】
　図4a及び5aは、組立ての前の注射器6、アダプタ2及びバイアル8を示す。
【０１２９】
　まず、図4b及び5bに示されるように、注射器6がアダプタ2の中に嵌められる。アダプタ
2の筐体26が注射器6と封止し、針20が穿刺部材36の連通路46の内部へ延在する。アダプタ
は、別売りでもよいが、また、注射器と嵌められたアダプタとの組立体が販売されてもよ
いことが考えられる。
【０１３０】
　図4c及び5cに示すように、次に、注射器6及びアダプタ2の組立体が、バイアル8に取り
付けられてよい。特に、穿刺部材36の穿刺部分40が、バイアル8の隔壁38を穿刺及び貫通
し、取付け部材10の脚部が、バイアル8のネック部52と係合するように、バイアル8の隔壁
側の端部が、アダプタ2の取付け部材10の各脚部の間に押される。この構成になった後、
内容物である水を、針20、空洞部30、連通路46及び開口42を介して、バイアル8の内部へ
と排出するように、ピストン16が注射器6のシリンダ14に沿って押し込まれてよい。これ
は図4d及び5dに示される。
【０１３１】
　バイアル8内の水と凍結乾燥された薬剤とが混合された後、バイアル8を一番上にした状
態で、開口42、連通路46、空洞部30及び針20を介してシリンダ14内へと混合された流体を
吸い戻すように、ピストン16が、注射器6のシリンダ14に沿って引かれてよい。これは、
図4e及び5eに示される。
【０１３２】
　次に、使用者は、注射器6をアダプタ2及びバイアル8から引き離し、それによって、図4
f及び5fに示すように、初めて針20及び針先22を露出させる。取付け部材10の脚部によっ
て設けられる掛け金によって、アダプタ2は、バイアル8にしっかりと取り付けられた状態
に保たれる。
【０１３３】
　図示されていないが、アダプタ2は、穿刺部材36を覆い、保護するように、取付け部材1
0の各脚部の間に嵌る遮蔽部をさらに備えてもよい。特に、遮蔽部は、好ましくは、針20
を滅菌環境に保持するように開口42を覆い、保護する。遮蔽部の使用は、図4b及び5bに示
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す注射器6及びアダプタ2の組立体が、単一のユニットとして販売されるときに、特に有利
であり得る。使用者は、遮蔽部が嵌められた注射器6及びアダプタ2の組立体を受け取る。
この場合、アダプタが次にバイアルに取り付けられる前に、遮蔽部は取付け部材から外さ
れる。
【０１３４】
　図6は、注射器の本体との封止に加えて、又はその代わりに、注射器針の軸部の外表面
との封止が起こる、穿刺部材の代替の構造を示す。この点について、穿刺部材は、それ自
体が筐体の一部であると考えられ、空洞部が穿刺部材と針との間に形成される。
【０１３５】
　図6に示すように、アダプタは互いに滑動する二つの分離した部品である。第1部品が注
射器本体と直接接触し、第2部品がバイアル隔壁を穿孔する。
【０１３６】
　図6に示すように、Oリング60が穿刺部材62の中に設けられる。穿刺部材62がバイアルを
穿刺するようにバイアルの隔壁に押し付けられると、穿刺部材62は、Oリング60を内向き
に動かし、針20の軸部の外表面に対して封止するように、反動するか、又は押し戻される
。アダプタの二つの部分は、Oリングシールを針と接触状態に保つように、この二つの部
分が互いに(解除不可能に)ロックされるまで互いに向かって動く。針20が穿刺部材62の内
側に嵌められたとき、Oリングは広がった状態にあるので、針20の先端部22がアダプタの
内表面と接触する危険が全くない。このアダプタは、バイアルが穿孔される前にアダプタ
がそのロック状態に到達するように、隔壁を穿孔するのに必要とされる力が、アダプタを
ロックするのに必要とされる力を越えるように構成可能である。Oリングが接触した状態
で針を抜くことによって、移動の方向によって針先を鈍くすることがなくなる。
【０１３７】
　図7は、アダプタと注射器との間の封止が針20の外表面において再度起こる、穿刺部材
の別の代替構成を示す。この構成では、穿刺部材70は、穿刺部分74の近傍の位置でヒンジ
式となった少なくとも二つの対向した脚部72を含む。穿刺部分74がバイアルの隔壁を介し
て押されると、バイアルの隔壁が脚部72に作用し、脚部を径方向内向きに押す。脚部72は
、針との封止を達成する可撓性の材料を有してよい。脚部72は、針20の軸部の外表面に対
して封止する封止部76が設けられる。このようにして、穿刺部材70がバイアルの隔壁を介
してその挿入された位置にある状態で、封止部76が針20に対して封止し、必要な空洞部を
画定するように、脚部72が内向きに保持される。脚部72が二つのみ設けられる場合、各封
止部76は針20の周囲の完全な封止部の半分を占める。しかしながら、それぞれが比例した
量の封止部を備えて、三つ以上の脚部が設けられ得ることが理解されるであろう。図6の
例と同様に、針20を穿刺部材70へと挿入する際、組立て中に穿刺部材70の内表面が針先22
と接触する危険は全くない。さらに、損失容積がかなり低減される。実際、適切な封止部
がどこか他に存在する場合、この構成の脚部は、損失容積を縮小するためだけに使用可能
である。
【０１３８】
　デッドボリュームをなくする別の方法は、アダプタの可撓性の部分を拡張/収縮するこ
とであるか、又は、容積をなくするようにアダプタのリング状の部分を遠位方向に進ませ
ることによる。
【０１３９】
　ここで、本発明を具体化する自動注入器セットについての説明が与えられ、この自動注
入器セットは、本発明を具体化し、この自動注入器と共に用いるアダプタ112と共に、本
発明を具体化する自動注入器102を含む。図8a及びbは、バイアル122を備えた自動注入器
セットを示す。特に図8a及びbは、両方とも、共通の軸に沿って取られた三つの構成要素
の断面図であり、図8bの断面は図8aの断面に対して直角となっている。
【０１４０】
　自動注入器102は、滅菌水などの、ある容積の流体106を保管する容器を形成する注射器
本体104を含む。注射器本体104の射出端部104aに、出口部分108が、注射器本体104のネッ
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ク部の一部として形成される。出口部分108は針110を含む。
【０１４１】
　図9a及びbに示すように、アダプタ112が、注射器本体104の出口部分108と封止するよう
に、自動注入器102の端部に取り付けられる。特に、図示の実施形態では、Oリング114が
、出口部分108の一部を形成する注射器本体104のネック部と封止するように設けられる。
当然ながら、アダプタ112は、代替として上述のアダプタのいずれの方式でも形成可能で
あることが理解されよう。しかしながら、上述のアダプタとは異なり、アダプタ112は、
支持のために注射器本体104に嵌る必要はなく、自動注入器102の筐体116と係合する。
【０１４２】
　通常、アダプタ112は、自動注入器102の筐体116の注入端部102aの周囲に嵌る、つばの
形態の取付け用部分119を含む。注入端部102aは、アダプタ112の取付け用部分119が上に
嵌る受け部分とみなされてよい。こうして、取付け用部分119は、アダプタ112に対して物
理的な支持を与え、アダプタ112を適所に固定する。好ましい実施形態において、取付け
用部分は、アダプタ112と自動注入器102との間の軸方向の動きを防ぐ。これは、ねじ付き
又は差込み式の取付け部品によって達成可能である。図示の実施形態は、差込み式の取付
け部品を使用する。
【０１４３】
　特に、図示の実施形態では、一対の直径方向に向かい合ったピン118が、筐体116の外表
面の自動注入器102の注入端部102aに設けられる。アダプタ112の外側部分は、差込み式の
取付け部品を形成するように、対応するL字状の長穴120を備えて形成される。これは図10
にも示されている。
【０１４４】
　上述の方式と同様の方式で、たとえば図9a、9b及び10に示されるように、アダプタ112
は、バイアル122にやはり取り付けられてよい。アダプタの穿刺部材124が、バイアル122
の隔壁126を穿刺し、アダプタ112の取付け部材128の脚部が、バイアル122のネック部130
と係合し、ネック部130をしっかりと保持する。
【０１４５】
　以下に述べる好ましい組立方法では、アダプタ112が、まず自動注入器102に取り付けら
れ、次に、自動注入器102及びアダプタ112によって形成される自動注入器セットがバイア
ル122に取り付けられる。しかしながら、アダプタ112を自動注入器102に取り付ける前に
、アダプタ112をバイアル122に取り付けることも可能であることが理解されよう。
【０１４６】
　図8a及びbに示すように、自動注入器102は、自動注入器102の注入端部102aに軸方向に
延在する内側のつば132及び外側のつば134を含む。これらの二つのつばは、自動注入器10
2の軸方向に滑動可能であり、好ましくは筐体116の外方に偏向される。以下に述べるよう
に、これらのつば132、134は、患者の皮膚に対して押されることによって、自動注入器10
2の内方へ押され得る。しかしながら、図9a及びbに示すように、これらのつば132、134は
、また、アダプタ112によって自動注入器102の内方に押され得る。内側のつば132は、内
側の端部に、図示のように、つばの形態をとる解除部材136を含む。
【０１４７】
　作動装置138のボタン138aが、自動注入器102の筐体112の壁に画定された窓を介して延
在する。図8a及びbに示されるように内側のつば132がその延在された位置にあり、解除部
材136が図示のように右側にあるときに、作動装置138が動くことができないように、解除
部材136及び作動装置138は、相互作用するように構成される。対照的に、図9a及びbに示
されるように、内側のつば132が自動注入器102の筐体116内へと押し込まれており、解除
部材136が左側にあるとき、作動装置138のボタン138aは、自動注入器102の径方向内方に
押し下げることができる。
【０１４８】
　図示のように、ピストン140が注射器本体104の穴の中に設けられる。ピストン140は、
注射器本体104の穴の壁に沿って滑動可能であり、この壁と封止する。それゆえに、出口
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部分108及び自動注入器102の注入端部102aの方へピストン140を滑動させることによって
、注射器本体104内の流体106が、アダプタ112を介して、バイアル122の中へと射出される
。プランジャ棒142が、ピストン140を主押圧要素144に連結する。図9a及びbに示すように
、主押圧要素144は、自動注入器102の遠位の作動端部102bに、作動装置138の操作端部146
によって適所に保持される。
【０１４９】
　図示のように、作動装置138のボタン138aを自動注入器102の内方に押し下げることによ
って、図11a及びbに示されるように作動装置138の操作端部146が外方に動き、主押圧要素
144から解除されるように、作動装置138は中心点を中心に枢動可能である。板ばね148の
ようなばねが、主押圧要素144と係合する位置に作動装置138を偏向するために設けられる
。
【０１５０】
　主押圧ばね150が、自動注入器102の筐体116の内側の端壁と主押圧要素144のつばとの間
に設けられる。主押圧ばね150は、当初、圧縮状態で設けられる。
【０１５１】
作動装置138の操作端部146が主押圧要素144から外れたとき、主押圧要素144が、自動注入
器102の注入端部102aに向かって主押圧ばね150によって押圧され、それによって、図12a
及びbに示すように、プランジャ棒142及びピストン140を、自動注入器102の注入端部102a
に向かって動かし、注射器本体104に保管されている流体106をバイアル122へと射出する
。完全にするために、アダプタ112は、注射器本体104自体が自動注入器102の注入端部102
aの方へ動かされるのを防ぐことに留意されたい。
【０１５２】
　作動装置138、主押圧要素144、及び主押圧ばね150は、まず自動注入器102から水を排出
し、次に、投与の準備ができた薬剤を自動注入器102に再充填するのに使用される、充填
機構の第1部分と考えられ得る。したがって、作動装置138は、使用者作動式の充填作動装
置と考えられ得る。
【０１５３】
　充填機構はまた、自動注入器102の筐体116に沿って軸方向に滑動可能な外側スリーブ15
2を含む。図示の実施形態では、外側スリーブ152は、作動装置138のボタン138aが中に延
在する窓を画定する壁を含む。しかしながら、図12aに最も明らかに示されるように、自
動注入器102がバイアル122の中へ流体を射出し、ピストン140が注射器本体104の出口部分
108まで動かされたとき、ボタン138aが自動注入器102の内側になった状態で、作動装置13
8がその作動位置に保持される。それゆえに、作動装置138及びそのボタン138aは、外側ス
リーブ152の内側に位置され、外側スリーブ152が筐体116に沿って滑動できるようにする
。
【０１５４】
　図示の外側スリーブ152は、図13bに最もよく示されるように、主押圧要素144と係合す
る、内向きに延在する係合部分156を備えた一対の弾性アーム154含む。図示のように、こ
のアームは、主押圧要素144の注入端部144aと係合する。したがって、外側スリーブ152を
自動注入器102の長さに沿って、注入端部102aから離れ、作動端部102bに向かうように、
手で動かすことによって、外側スリーブ152が、主押圧要素144をその元の位置へと動かし
、主押圧ばね150のエネルギー/力を補充するようにそのばね150を再圧縮する。当然なが
ら、この動きによって、プランジャ棒142が、注射器本体104の穴に沿って出口部分108か
ら離れるようにピストン140を動かし、それによって、注射器本体104によって形成された
容器の中へバイアル122内に形成された混合済みの薬剤を吸入する。バイアル122内の混合
済みの薬剤が出口部分108を介して正しく吸入されることを確実にするために、バイアル1
22が自動注入器102の上方にある状態で、作動端部102bが表面の上に配置されることが、
通常好ましい。図14aに示すように、行程の端では、作動装置138が元の位置へ戻り、それ
によって、操作端部146が主押圧要素144と係合して、主押圧ばね150が圧縮された状態で
、最初の状態に主押圧要素144を保持する。こうして、自動注入器102は、薬剤が自動注入
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器102の中に包含され、投与の準備ができた状態になる。
【０１５５】
　図15は、アダプタ112及びバイアル122が取り外される前の、この状態にある自動注入器
102を示す。
【０１５６】
　アダプタ112と自動注入器102との間の差込み式取付け部品を解除した後、自動注入器10
2は、図16a及びbに示すような状態になる。図示のように、内側のつば132及び外側のつば
134が、(たとえば圧縮ばねの力の下で)再びその拡張された位置へ戻り、解除部材136が、
作動装置138の作動を防ぐ。
【０１５７】
　内側のつば132及び外側のつば134が、自動注入器102の内方へ押される(たとえば患者の
体に対して圧迫される)と、作動装置138は、今度は、展開作動装置として働くことができ
、図17a及びbに示すように、主押圧要素144を解除する。このとき、自動注入器102の注入
端部102aのアダプタ112がない状態で、主押圧要素144及びプランジャ棒142の動きが、ま
ず、注射器本体104及びその出口部分108を、針110が患者の中へ穿通するのに適切な長さ
だけ延在する図示の位置まで、注入デバイス102の注入端部102aに向かって動かすように
働く。この点について、図示のように、注射器本体104のための支持部158が、内側のつば
132の一部によって形成される停止部160と係合するつば158aとして延在する。停止部160
とつば158aとの相互作用が、注射器本体104が、自動注入器102の注入端部102aに向かって
それ以上動かされるのを防止する。主押圧ばね150の力の下の主押圧要素144及びプランジ
ャ棒142の次の動きによって、注射器本体104に包含される薬剤を出口部分108及び針112を
介して排出するように、ピストン140が、注射器本体104の穴に沿って出口部分108に向か
って動く。この状態は、図18a及びb並びに図19に示されている。
【０１５８】
　図示の実施形態では、注射器本体104及び出口部分108が展開位置にある状態で、図20a
及びb並びに図21に示されるように、外側のつば134が、自動注入器102の筐体116からさら
に外向きに延在するように、解除され、ばねによって押される。これが、延伸された針11
0のための遮蔽部、及び使用者に対する追加の安全策を提供する。
【０１５９】
　内側のつば132がアダプタ112によって押し下げられていないか、又は患者に対して圧迫
されていないときはいつでも、注射器停止部172の脚部170は、その通常位置にある。しか
しながら、アダプタ112が取り付けられるか、又は患者に相対されるかのどちらかで、自
動注入器が使用の準備ができると、脚部170が、内側のつば132によって注射器ホルダ174
の向きから傾斜をつけられ、注射器本体104が前方へ動かせるようになる。これが、針カ
バーが取り外されて装置が下ろされたときに、注射器本体104が前方へ動くのを防ぐ。
【０１６０】
　上述の自動注入器の構成は、注射器本体104の最初の内容物106をバイアル122の中へ排
出する充填機構を作動させるため、及び、注射器本体104を展開し、薬剤を射出する展開
機構を作動させるために、同じ作動装置を使用する。しかしながら、別々の作動装置を使
用する実施形態も可能である。ある構成では、展開作動装置は、注射器本体104を薬剤で
再度満たすように滑動させて戻されるまで、外側のスリーブによって隠されていてもよい
。これが、自動注入器102が最初の流体のみを含む間、自動注入器102の展開を防ぐ、追加
の安全上の特徴を提供する。
【０１６１】
　また、上記の構成は、最初の流体を排出し、薬剤を投与/射出するステップに動力を供
給するためにばねを使用する。最初の流体を注射器本体104から排出するために、使用者
がピストンを操作する手動の機構が設けられる、他の構成も可能である。これは、上述の
方式と同様の滑動部の方式で設けられることも可能である。実際、同じ滑動部が、まず注
射器本体104の最初の内容物を排出し、次に薬剤を注射器本体104の中へ吸い戻すために使
用可能である。
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【０１６２】
　上記の構成は、滑動部142を用いた、手動で操作される再充填機構を使用する。代替と
して、ばねなどの内部動力源が、この操作を達成するために設けられてよく、使用者はそ
の動力源を作動させるか、又は解除するだけでよい。
【０１６３】
　ばね以外の動力源、たとえば電気的な動力が使用可能であることが理解されるであろう
。また、自動注入器102の筐体116の全周の回りに延在するスリーブを使用することは、必
須ではない。代わりに、他の形態の滑動部が使用されてもよい。
【０１６４】
　アダプタなしでの使用のための同様の自動注入器が提供可能であることにも留意された
い。この場合、従来の注射器について従来なされてきたように、第1の針又はストローが
バイアル122と共に使用される。次に自動注入器の使用の前に、これが注入針と交換され
る。
【０１６５】
　好ましい一実施形態では、自動注入器が、アダプタ及びバイアルと共に、ケーシング内
の自動注入器パックの一部として提供される。
【０１６６】
　薬剤容器、たとえば注射器本体が、使用の後に取り外され、空の又は流体で予め充填さ
れた別の容器と交換されることが可能なように、自動注入器を構築することが可能である
。このようにして、自動注入器は再利用可能である。
【０１６７】
　図22aは、上側部分184が下側部分182のためのカバーを形成する、下側部分182及び上側
部分184を有するケーシング180を示す。
【０１６８】
　図22bに示すように、下側部分182は、自動注入器202、アダプタ212、及びバイアル222
を含む、様々な構成要素を受け、保持するような形状のトレー182aの形態をとる。特に、
下側部分182のトレー182aは、自動注入器202の軸が概ねトレー182aの内側になった状態で
自動注入器202を受ける形状の自動注入器受け部分186を含む。トレー182aは、また、アダ
プタ受け部分188及びバイアル受け部分190を含む形状となっている。アダプタ受け部分18
8及びバイアル受け部分190は、ケーシング180の下側部分182の同じ部分に共に設けられて
よい。これは、アダプタ212及び222をそれぞれの受け部分の中に封止するように、両方の
受け部分188、190の上に、箔などの封止部を配置できる点において有利である。こうして
、この二つの部分188、190を含む部分が、たとえばガンマ線を用いて滅菌可能である。
【０１６９】
　図示のように、トレー182aはまた、自動注入器202の作動端部202bのための受け部分192
、並びに、また、その共通軸が概ねトレー182a内にある状態で、共に取り付けられ配置さ
れたアダプタ212及びバイアル222を受ける受け部分194を含む。
【０１７０】
　図22bはまた、ケース180の上側部分又はカバー184を開けると、注入装置202の作動端部
202bが、下側部分182のトレー182aから上に持ち上げられて出る、好ましい特徴を示す。
これの有意性は、以下の説明から明らかになるであろう。
【０１７１】
　作動端部202bをトレー182aから持ち上げて出すために、受け部分186は、作動端部202b
を持ち上げるように広がる、ばね、又は、たとえば発泡材料などの弾性材料のブロックと
いった、弾性部材を含むことができる。代替として、上側部分184を開くことに関連付け
られた何らかの機構が提供可能である。たとえば、ストラップが、作動端部202bの下で伸
張されて、一方の端部において下側部分182に固定され、反対側の端部において上側部分1
84に固定されてよい。上側部分184を開けると、ストラップが引かれ、作動端部202bを持
ち上げる。
【０１７２】
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　ケーシング180の上側部分又はカバー184が開いた状態の、図23に示す構成から始めると
、使用者は、自動注入器202の作動端部202bによって、自動注入器202をケーシング180か
ら持ち上げて出す。自動注入器202が、注入端部202a及び/又は自動注入器の針を封止する
、ある種の囲い、キャップ又はカバーを含む場合、ケーシング180は、その囲い、キャッ
プ又はカバーを保持するように構成可能である。こうして、使用者がケーシングから自動
注入器202を持ち上げて出したとき、囲い、キャップ又はカバーが、自動注入器から自動
的に外される。
【０１７３】
　アダプタ212がまだ下側部分182のトレー182aの中の板に保持されている状態で、使用者
は、次に、アダプタ212が自動注入器202の注入端部202aに嵌るように、自動注入器202の
注入端部202aを、外に向いているアダプタ212に当てがう。単純な摩擦取付け部品又は上
述の差込み式取付け部品などの任意の適切な取付け部品が使用可能である。この構成は図
24に示されている。
【０１７４】
　図25に示すように、使用者は、次に、下側部分182のトレー182aからアダプタ212を持ち
上げて出すように自動注入器202を使用し、バイアル222の外向きの隔壁にアダプタ212を
取り付ける。
【０１７５】
　上述の方式では、アダプタ212は、バイアル222の隔壁を貫通するように使用され、たと
えばバイアル222のネック部によって、それ自体をバイアル222に取り付ける。
【０１７６】
　この位置において、自動注入器202は、水などの予め充填された流体を、そこからバイ
アル222の中へと射出するように操作される。図示の実施形態では、これはばねなどの何
らかの内部動力手段によって達成される。しかしながら、当然ながら、手動操作も使用可
能である。
【０１７７】
　いくつかの実施形態において、自動注入器が、(アダプタを介しての)バイアルへの取付
けに応答して、充填機構を自動的に起動して、保管されている流体をバイアルへと射出す
るような機構が設けられ得る。
【０１７８】
　次のステップでは、使用者はケーシング180から自動注入器202を外し、それと共にアダ
プタ212及びバイアル222を取る。次に、自動注入器202は、上下逆にされ、図28に示され
るように、自動注入器202の作動端部202bが、下側部分182のトレー182aの受け部分192に
配置される。受け部分192は、アダプタ212が自動注入器202の上方に垂直になっており、
バイアル222がアダプタ212の上方に垂直になっている状態で、自動注入器202を直立位置
に支持及び保持するために、自動注入器202の作動端部202bを、十分にしっかりと把持す
るように意図される。
【０１７９】
　組み立てられた自動注入器202、アダプタ212及びバイアル222がこの向きにある状態で
、バイアル222は、必要な薬剤を形成するために、バイアルに注入された流体(水)を、予
め充填されている物質と混合させるのに必要な時間だけ、置いておかれてよい。自動注入
器202の作動端部202bをトレーに取り付けるように組立体を上下逆に回転させることが、
また、この混合を助け得ることに留意されたい。
【０１８０】
　適切な長さの時間の後、混合された薬剤をバイアル222から自動注入器202へと抜くよう
に、自動注入器202が作動される。組み立てられた自動注入器202、アダプタ212及びバイ
アル222の向きが、これを助ける。
【０１８１】
　図示の実施形態では、上述の実施形態と同様に、充填機構を操作するようにスリーブ25
2が設けられる。特に、図27に示されるように、スリーブ252は、ケーシング180の下側部
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分182に向かって下方へ動かされる。自動注入器202がケーシング180内で直立位置に支持
された状態では、これは使用者にとって簡単な操作である。
【０１８２】
　この実施形態では、スリーブ252は、次に、自動注入器の展開機構を作動させる作動ボ
タン238aを初めて露出させる。こうして、スリーブ252は展開機構のためのロックアウト
の働きをする。
【０１８３】
　図28に示すように、使用者は、ここで、組み立てられたアダプタ212及び222を抜き、そ
れを、ケーシング180の下側部分182のトレー182aの受け部分194の中に保管するだけであ
る。
【０１８４】
　必要に応じて自動注入器202を使用した後、自動注入器202は、次に、図29に示されるよ
うに、たとえば廃棄処分のために、ケーシング180の下側部分182のトレー182aのその受け
部分186に再配置可能である。

【図１】 【図２】
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